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原原 著著高校女子生徒における
月経周期異常の頻度と関連する因子
Frequency of Menstrual Abnormalities and Associated Factors in Female
High School Students

門脇 俊＊1，福谷早耶香＊2，内尾祐司＊1
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〔要旨〕（目的）高校女子生徒における月経異常の頻度とそれに関連する因子を明らかにすること．（方
法）2023年 5月から 10月に島根県内高等学校 5校の女子生徒 1149名に無記名自記式質問紙を配布し，
回答のあった 419名を対象とした．調査項目は，スポーツ活動の有無，身長・体重，睡眠時間，自身の体
型の認識，食事制限の有無，月経周期，女性アスリートの 3主徴（FAT）の認知度とした．（結果）平均
身長 157.4cm，体重 50.4kg，BMI 20.3kg/m2，平均初経年齢は 12±1.2歳，平均睡眠時間は平日 6.4時間・
休日 7.7時間であり，スポーツ活動の有無で差はなかった．自身の体型を「太っている」とした生徒の割
合はスポーツ活動あり 22％に対しスポーツ活動なしは 30％と有意に多かった．食事制限の有無はス
ポーツ活動あり 17％に対しスポーツ活動なしは 14％と有意に低かった．月経周期の異常がある生徒が
24%，FATを全て知らない生徒が 51%，いずれもスポーツ活動の有無で差はなかった．月経周期の異常
のある生徒はない生徒と比較して食事制限をしている割合が高かったが，FATの認知度，スポーツ活動
の有無，睡眠時間には差がなかった．（結語）一般高校女子生徒はスポーツ活動の有無に関わらず 24％に
月経周期異常があり，食事制限と関連があった．

緒 言

女性アスリー ト の 3主 徴（Female athlete
triad：FAT）は，利用可能エネルギー不足
（LEA），無月経，および骨粗鬆症という，3つの相
互に関連する障害からなる病態である１）．利用可能
エネルギーとは，運動やトレーニング後に残る食
事から摂取したエネルギーの量を表し，日常の生
理機能の実行と維持に使用されている２）．毎日の食
事によるエネルギー摂取量と運動による消費量の
不均衡により利用可能エネルギーが不足する可能
性があるため，身体活動が活発な若い女性におい

ては，最適な利用可能エネルギーを確保して正常
な月経機能と骨量の発達を維持することが重要で
ある３）．しかしながら，体重や外見を維持するため，
意図的に食事からのエネルギー摂取を制限するこ
とや，アスリートにおいては減量や引き締まった
体型を維持することで運動能力が向上し，競技に
有利に働くことを期待して減量を実施することも
ある．エネルギー不足が重度になると，視床下部，
下垂体，卵巣でのホルモン分泌が抑制され，月経
周期や生殖機能に支障をきたすと月経不順，無月
経，無排卵，黄体機能不全，低エストロゲン血症
をきたす可能性がある２）．エネルギー不足と低エス
トロゲン血症および長期にわたる生殖機能の抑制
が組み合わさると，最終的には骨密度の低下につ
ながる可能性があり，これは FATの中で最も深
刻な問題である４）．FATは不可逆的な骨量減少と
関連し５，６），現役時代の疲労骨折のみならずその後
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表 1　対象者の特性

全体 スポーツ群
172 名

非スポーツ群
247 名 p value

身長（cm） 157.4±5.4 158.1±5.1 156.8±5.4 0.02
体重（kg） 50.4±6.4 51.3±5.8 49.7±6.8 0.02
BMI（kg/m2） 20.3±2.0 20.5±3.6 20.1±3.8 0.33
初経年齢（歳） 12.1±1.2 12.2±1.2 12.0±1.2 0.14

表 2　自身の体形の認識

普通 やせている 太っている

n （%） n （%） n （%） p value

全体 284 （67.7） 21 （5） 111 （26.4）
スポーツ群 129 （74.5） 5 （2.9） 38 （22） 0.03非スポーツ群 155 （62.8） 16 （6.4） 73 （29.6）

生涯にわたる骨折のリスクを高める可能性がある
ことが示唆されている７，８）．そして FATを構成す
る 3要素は，女子高校生アスリートにも多くみら
れることが報告されている９，１０）．わが国において
は，日本代表レベルの女性アスリートにおける月
経異常の割合は 38％とされている一方で１１），地方
大会レベルの女子高校生アスリートで 39％，さら
には非運動部の女子高校生においても 33％と同
等の頻度であるとの報告もあることから１２），月経
異常は一部のトップアスリートに限った問題では
ないことがわかる．そして FATはアスリートの
健康やパフォーマンスに悪影響をもたらすもので
あるものの，ほとんどの女子高校生アスリートが，
月経障害，骨密度，スポーツ傷害発生リスクの関
係を知らなかったと報告されている１３）．
本研究の目的は，一般の高校女子生徒における
月経異常の頻度と関連する因子および FATの認
知度を明らかにすることである．

対象および方法

2023年 5月から 10月に，島根県内の高等学校
5校の女子生徒 1149名に無記名式質問紙を配布
し，回答のあった 419名を対象とした（回答率
37％）．質問紙の内容は，対象者の特性（スポーツ
活動の有無，身長・体重，初経年齢，睡眠時間），
自身の体形の認識，食事制限の有無と理由，月経
周期，月経の管理方法，FATの認知度と情報源，
とした．FATの認知度の設問では 3項目を列記し
て知っているものを選択する方式とした．検討項

目は，まず各項目の結果をスポーツ群・非スポー
ツ群に分けて比較し，次に各項目の結果を月経周
期正常群と異常群に分けて比較した．
統計学的解析には統計ソフトは IBM社 SPSS

27.0を使用し，統計手法は身長・体重，睡眠時間の
比較には t検定を，自身の体形の認識，食事制限の
有無，月経周期異常の有無，月経の管理方法，FAT
の認知度の比較にはカイ二乗検定を用い，危険率
5％未満を有意差ありとした．
なお本研究は島根大学医学部医学研究倫理委員

会の承認を得て実施した（承認通知番号 6807）．

結 果

対象者の属性はスポーツ群が 172名，非スポー
ツ群が 247名で，平均身長 157.4±5.4cm，体重 50.4
±6.4kg，BMI 20.3±2.0kg/m2，平均初経年齢は 12
±1.2歳で全員 15歳以内に発来，平日睡眠時間は
6.4±0.8時間，休日睡眠時間は 7.7±1.4時間であっ
た．身長，体重はスポーツ群の方が大きいものの，
BMI，初経年齢は有意差がなく，平日休日ともに
睡眠時間にも有意差はなかった（表 1）．自身の体
形の認識では，「太っている」とした生徒が全体の
26.4%，スポーツ群で 22%，非スポーツ群で 29.6%
と非スポーツ群の方が有意に多い割合であった
（表 2）．食事制限の有無では全体の 15％が食事制
限をしており，スポーツ群は 17.3%と非スポーツ
群の 13.8%より食事制限をしている割合が有意に
高値だった．食事制限をしている理由は「美容の
ため」が全体の 10.5％を占め最多であった（表 3）．
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表 3　食事制限の有無と理由

していない
している

競技のため 美容のため その他

n （%） n （%） n （%） n （%） p value

全体 356 （85） 8 （1.9） 44 （10.5） 6 （1.4）
スポーツ群 143 （82.7） 8 （4.6） 14 （12.7） 5 （2.8） ＜0.01非スポーツ群 213 （86.2） 0 （0） 30 （12.1） 1 （0.4）

表 4　月経周期

正常
（25 ～ 38 日）

異常

～ 24 日 39 ～ 89 日 90 日～

n （%） n （%） n （%） n （%） p value

全体 307 （75.6） 57 （14） 38 （9.4） 4 （1）
スポーツ群 129 （76.3） 21 （12.4） 17 （10.1） 2 （1.2） 0.83非スポーツ群 178 （75.1） 36 （15.1） 21 （8.9） 2 （0.8）

表 5　月経周期異常に関連する因子

異常あり
106 名

異常なし
305 名 p value

BMI（kg/m2） 20.3±2.0 20.4±2.0 0.79
平日睡眠時間（時間） 6.4±0.9 6.4±0.8 0.76
休日睡眠時間（時間） 7.6±1.3 7.7±1.4 0.56
食事制限あり（%） 21.7 11.8 0.02
体型の認識
「太っている」（%） 29.2 25.6 0.73

FAT認知度
1項目以上（%） 50 51.6 0.37

月経周期は 75.6％が正常であったが，頻発月経が
14%，稀発月経が 9.4%，無月経が 1%と，計 24.4%
の生徒で月経周期の異常があった．月経周期異常
のある生徒の割合をスポーツ活動の有無で比較す
るとスポーツ群が 23.7%，非スポーツ群が 24.9%
と有意差はなかった（表 4）．月経管理に用いてい
るツールは，アプリが 36.3％と最も多く，以下カ
レンダーが 12.4%，スケジュール帳が 5.4％と続い
た．一方，43.9％の生徒は何も使用しておらず，ス
ポーツ群が 50.3%，非スポーツ群が 42.1で有意差
はなかった．FATの認知度については，「無月経」
を知っている生徒は全体で 42.5％であり両群と
も同程度であったが，LEAは全体で 9.5％と認知
度が低かった．骨粗鬆症はスポーツ群で 21.4％，非
スポーツ群で 12.6%とスポーツ群で有意に認知度
が高かった．FATのうち知っている項目数をみる

と，3項目すべてを知っているのは全体の 5.7%
にすぎず，50.8％はすべて知らなかったが，スポー
ツ群と非スポーツ群の間に有意差はなかった．
FATについてひとつでも知っていた生徒の情報
源は授業が 35.9％と最も多く，テレビが 18％，イ
ンターネットが 12.1％と続いた．
次に月経周期異常に関わる因子について，月経

周期異常のある群では食事制限をしている割合が
21.7％であり，正常の群の 11.8％よりも有意に高
値であった（表 5）．

考 察

本研究の結果から一般的な女子高校生における
月経周期異常の頻度はスポーツ活動をする生徒で
23.7％，しない生徒で 24.9％と同等であること，月
経周期異常のある生徒では食事制限をしている割
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合が高いこと，FATについて 3項目すべてを知っ
ている生徒は 5.6％しかいないことが明らかと
なった．女子高校生における月経周期異常の頻度
は，高校 1～2年生の運動をする群で 38.9％，運動
をしない群で 32.6％とする報告１２）や，一般の高校
3年生女子の 49％に月経不順があるとした報告
があり１４），本研究の結果はこれらと比べると頻度
が低かった．一方でスポーツ活動の有無で頻度に
差がなかったことは過去の報告１２）と同様である．
これまでスポーツ活動に関連した月経異常につい
て注目されてきたが，女子高校生における月経異
常の問題はスポーツ活動の有無に関わらず学校保
健における重要な課題であることを示唆してい
る．思春期に続発性無月経をきたす原因として卵
巣や下垂体の器質的異常，心因性ストレス，肥満
などが知られており１５），スポーツ活動による LEA
以外の要因にも着目すべきである．
続発性無月経のある女性では骨密度が低下する
ことがわかっており１６），また骨量の増加率は成長
期の 12-14歳が最大で 20歳ころに最大骨量に到
達することから 10歳代で十分な骨量を獲得する
ことが重要であるとされている１７）．つまり小学生
高学年から高校生の時期に続発性無月経をはじめ
月経周期異常を生じて低エストロゲン状態となる
ことは，その後の骨粗鬆症のリスクを高めること
となり，生涯の健康にも影響し得る．本研究では，
中学生では初経未発来の生徒が一定数存在するこ
と，初経後しばらくは月経周期が安定しないこと
から，月経周期異常の評価がしにくいことを危惧
し高校生を対象としたが，特に前述のように 12-14
歳，すなわち中学生の時期に月経異常を生じるこ
との方がリスクとなり得る．本研究では全員が 15
歳までに初経を迎えていたが，初経以後の月経が
順調であったかどうかや過去の疲労骨折の既往に
ついても評価する必要がある．
女性の成長期は FATの概念が示すように，無
月経も骨粗鬆症もその根底は利用可能エネルギー
不足であり，本研究においても月経周期異常のあ
る群では食事制限をしている割合が高かった．体
重階級制競技や審美系競技においては競技に適切
な体重を達成するために食事制限を要することが
あるが，本研究では美容のために食事制限をして
いる生徒の方が多かった．また本研究の対象者は
平均 BMI 20.3kg/m2と決して肥満体型ではない
にもかかわらず，全体の 26.4％の生徒が自身の体

形を「太っている」と認識しており，この数字は
非スポーツ群で 29.4％とより高率であった．思春
期の女性において細身の体型が好まれ，そのため
に食事制限をしていると推定するが，その結果利
用可能エネルギー不足に陥り月経周期異常をきた
している可能性がある．FATの認知度の調査では
3項目すべてを知っていたのは 5.6%にすぎず，4
割程度の生徒は「無月経」を知っていたものの，
「LEA」は 9.5％しか知らなかったことから，ス
ポーツに関連する月経異常があることは認識して
いても，栄養不足から月経異常が生じることは知
らずに食事制限をしていることが示唆される．
FATの 3項目すべても知らない割合はスポーツ
活動の有無で差がなく，スポーツ活動をする生徒
であっても知識が不足していることが明らかと
なったが，スポーツ活動の有無に関わらず相対的
エネルギー不足による月経異常は起こり得るため
に，スポーツ活動をしない生徒においても FAT
の概念を知ることは重要であるといえる．
以上のことから，女性の生涯にわたる健康維持

のために，栄養と月経との関連について正しい知
識を習得させることが必要といえる．月経の管理
に利用するツールについて尋ねる設問に対し，
40%以上の生徒が「用いていない」と回答したこ
とは，そもそも月経そのものに関心が薄い，ある
いは月経の異常があっても問題視していないこと
を示している可能性がある．本研究では，FAT
について知っている生徒の 35.9％が学校の授業
から知識を得たと回答していた．月経そのものの
意義や必要性，そしてその異常が将来にわたって
健康に影響し，妊孕性とも関連する１６，１８）ことについ
て，やはり学校の保健体育の授業においてしっか
りと教育を実施することが必要である．

結 語

高校女子生徒の月経周期異常の頻度はスポーツ
活動をする生徒で 23.7%，しない生徒で 24.9%で
あり，月経周期異常のある生徒では食事制限をし
ている割合が高かった．
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〔Abstract〕 (Objective) To examine the frequency of menstrual abnormalities and identify associated factors in
female high school students.
(Methods) A questionnaire survey was administered to 419 female high school students between May and Octo-
ber 2023. The survey collected individual data on height, weight, participation in sports, duration of sleep, body
shape perception, dietary restrictions, menstrual cycle regularity, and awareness of the three main symptoms of
the medical condition female athlete triad (FAT).
(Results) The average height and weight of the participants were 157.4 cm and 50.4 kg, respectively, with no sig-
nificant difference observed between students involved in sports activities and those who were not. Among the re-
spondents, 26% perceived their body shape as “fat,” and 14% reported following dietary restrictions. Menstrual cy-
cle abnormalities were reported in 24.4% of participants, whereas 51% were unaware of FAT. High school girls
with menstrual abnormalities were more likely to follow dietary restrictions compared with those having regular
menstrual cycles.
(Conclusion) Approximately 24% of general high school female students experienced menstrual cycle abnormali-
ties, regardless of participation in sports activities. These abnormalities were associated with dietary restrictions.


